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株式会社アドレス

代表取締役社長

佐別当隆志

2000年 株式会社ガイアックス入社、新規事業開発に携わる

2013年 シェアハウス「Miraie」及びairbnbの運営開始

2016年 シェアリングエコノミー協会を設立、事務局長に就任

（現在は理事）

2017年 内閣官房シェアリングエコノミー伝道師に任命

2018年 株式会社アドレス設立、代表取締役社長に就任

2022年 日本サービス大賞「優秀賞」「審査員特別賞」W受賞 2
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好きな時に、好きな場所で、好きな暮らしを



ADDressが目指しているもの
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何をしているか？
● 二拠点生活・多拠点生活というライフスタイルを、サービスを通じ
て世に中に広める

● 都市に住んでいても地方に住んでいても、一人一人が幸せな生活を
送れる基盤づくり

● 「人口のシェアリング」を通じた地方課題の解決

ADDressの挑戦
● 「住む」ことに対する価値観の変容
● シェアや人との交流を通じた幸福度の向上に対する意識の変容
● 利用者が相互に支え合うコミュニティの形成

なぜ実現できるか？
● 多拠点生活のライフスタイルを先駆者として実践するCEO
● 会員制サービス。繰り返し地域に訪れることを前提とした利用設計
● 家にリピーターがつくことで地方にも人の流れを作ることができる
● ADDressが生み出す交流が、地域のため・自分自身のためになるか
ら貸し出してくれるオーナーの存在

人と地域の可能性を広げる

“分散型社会”を実現する

- 深刻化する地方の人口減少、都市への集

中から、多拠点生活する人を増やすこと

で都市と地方で人口をシェアリングする

- 関係人口を増やすことで、都市も地方も、

それぞれが特性を生かして豊かに存続で

きるようにする

- 従来の生活では出会えなかった人との交

流や地域の生活により、一人ひとりの生

き方の可能性を広げ、自分でも気付かな

かった多様性に出会う。そして自分の”居
場所”がいくつもある幸福・安心を増やす

MIssion

サービス概要



プラットフォームの構造

家を借りたい「会員」と、貸したい「物件オーナー・家守*」をマッチング。
いつでも帰れる場所。いつも来てくれる人を作ることで、都市と地域の人の流れを作る

*物件オーナーが家守を兼ねる場合が大半。オーナーが家守をできない場合は委託する場合も 6

サービス概要

●空家が増えて困っている●都市部から人を呼び込みたい●新しい仕事を生み出したい
●場所にとらわれずに働きたい●地方でスキルを活かしたい●様々な人と交流したい

地方のニーズ ユーザーのニーズ

ユーザーの

コミュニティ

地方の居住

ネットワーク

二つを繋げる

プラットフォーム
を提供
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全国約300か所の家で多拠点生活ができる
住まいのサブスクサービス

ADDress：空き家などの遊休物件を賃貸で借り受け、会員へシェ
アハウス形式で提供（同時に複数の会員が滞在）する、多拠点生

活プラットフォームサービス

− Wi-Fi・家具家電完備で気軽にワーケーション可能
各物件には光回線 wifi 環境に加え、家具家電、食器類あり

− 同伴者が無料利用できる家も多数
家族や友人と一緒に多拠点生活を楽しめる

− 予約〜チェックアウトまでオンラインで完結
滞在したい家と日にちをオンラインで選ぶだけ

会員制・リピート利用を前提としたサービスだからこそ実現できる関係人口の構築

月額課金。リピート利用を促すサービス設計

入会にあたって本人確認が必要な、会員制のシェアサービス

利用プランに応じて毎月チケット付与（基本的には1チケット＝1
泊）。お気に入りの地域を見つけて何度も訪問することで、心の拠

り所となる地域を見つけるユーザーも

サービス概要
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様々なバックグラウンドを持った家守（やもり）たち

地域と会員を繋ぐ橋渡し役である家守

各物件の窓口的な存在であり、会員の皆様が迷わず快適に滞在していただけるよう家を維持する管理者でもある

①予約リクエスト対応・予約サイト管理 ②会員受け入れ・送り出し ③家の清掃/備品管理 ④家や地域の魅力発

信

主な仕事内容

静岡用宗A邸家守
定年退職

氷見C邸家守
元会員･移住者

上野原A邸家守
地域おこし協力隊

富士河口湖A邸家守
夫婦と1歳息子

津和野A邸家守
専業主婦

サービス概要
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性別

ADDressは年代、性別には大きな偏りなく、最近は女性の会員も増加
首都圏で働く方が多いものの、学生やリタイア後のご夫婦などの利用も

幅広い属性のADDress会員

年代 職業分布

男性
59.6%

女性
37.5%

未回答
2.9%

10代 1.0%

20代
26.0%

30代
30.8%

40代
22.1%

50代
14.4%

60代以上
5.8%

利用属性
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ADDressによって築かれた関係人口・つながり・幸福感
ADDressは関係人口を拡大し、新たな出会いを促進させ、会員の幸福感に変化をもたらしている。

総予約数に占めるリピート予約比率

61.2%

関係人口の拡大

部活動

10人以上と交流した会員

67.2%

ADDressを利用する以前と比べた
今の生活の満足度

87.0%
心の拠り所ができた人の割合

47.8%

「満足」「やや満足」と答えた会員の割合

地域で生産活動をした会員

13.7%
*地域で収益をあげる活動をした人

※各数値は『ADDress社会的インパクト評価レポート2021-22』から引用

34部活 2,524人登
録

つながり 幸福感の変化

ユーザーへの提供価値

https://drive.google.com/file/d/166U-Wz7DBOSx-slLcArMcsoDA7b-Ve4h/view
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関係人口創出に関する
包括連携協定 参考記事

地域おこし協力隊が家守
を兼任

自治体所有の運営する宿泊施設
と提携・役場職員が家守に

関係人口創出するイベントを定
期実施

自治体紹介の空き家を拠点に
役場職員が家守と連携

民間まちづくり活動促進事業費補

助金による、空き家の内装改修及
び外観修景・家守の紹介

関係人口創出、有休資産有効活用等
に関する包括連携協定

参考記事

民間2社、ADDress、町の4社で
教育留学協定

参考ページ

連携自治体（例）

多様な自治体との連携、交付金の活用事例あり

ADDressの拠点を通じて、関係人口創出・移住促進に向けた施策を実行可能

福島県（相双機構）

*1 2024年7月時点
*2 デジ田＝デジタル田園都市国家構想交付金、協力隊＝地域おこし協力隊を活用した事業

甑島・川内・いちき串木野
3地域広域観光・関係人口創出連携

関係人口創出セミナー
イベントの開催

都市型地域おこし協力隊2名の支
援団体となり、二地域居住促進の

PR、モデルづくり

空き家活用事業の認定事業

者となり、県内の空き家を
ADDress物件として活用

サテライトオフィスの開設
島根県立大とのイベント共催

津和野高校下宿支援

浜通り12市町村の地域活性化・
関係人口創出（実証実験）

関係人口増加・移住拡大に
向けた包括連携協定

空き家とDXを活用した関係人口
創出事業（空き家活用・交流イベ

ント企画運営等）

デジ田

協力隊

協力隊

自治体連携実績

https://note.com/profound/n/n8e6456daec91
http://city.sado.niigata.jp/site/ijyu/31757.html
https://gojome.net/ryugaku/


二地域居住の促進により、地方への人の流れの創出・拡大を図る
【目標値】①特定居住促進計画：施行後5年間で累計600件作成

②二地域居住等支援法人の指定数：施行後5年間で累計600法人

二地域・多拠点居住の政府の推進
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2024年二地域居住の促進で「人の流れを地方につくる法整備」を閣議決定

12

目的

③【関係者の連携】
二地域居住促進のための協議会制度の創設

○市町村は、特定居住促進計画の作成等に関し協議を行うため、当該市
町村、都道府県、特定居住支援法人、地域住民等を構成員とする「特
定居住促進協議会」を組織可能

②【官民の連携】
二地域居住者に「住まい」・「なりわい」・「コミュニテ
ィ」を提供する活動に取り組む法人の指定制度の創設

○市町村長は、二地域居住促進に関する活動を行うNPO 法人、民間企
業等を「特定居住支援法人」として指定可能

○市町村長は、空き家等の情報・仕事情報・イベント情報などの関連情
報を情報提供（不動産情報は本人同意が必要）

○支援法人は市町村長に対し、特定居住促進計画の作成・変更の提案
が可能

①【都道府県・市町村の連携】
二地域居住促進のための市町村計画制度の創設

○都道府県が二地域居住に係る事項を内容に含む広域的地域活性
化基盤整備計画を作成したとき、市町村は二地域居住の促進に
関する「特定居住促進計画」を作成可能

○特定居住促進計画に定められた事業の実施等について法律上の
特例を措置

○市町村は都道府県に対し、二地域居住に係る事項をその内容に
含む広域的地域活性化基盤整備計画の作成について提案が可能

概要
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二地域・多拠点居住の政府の推進

地方創生2.0基本構想案に

2034年度までの10年間に1000万人へ
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群馬エリアでの展開

現在、みなかみと前橋の2物件で展開中

「空き家・空き部屋などの遊休資産活用」 「ホテル・農泊の稼働率UP」
地域と関わりを持ちたい関係人口・二地域居住候補が滞在するための物件、
拠点を増やすための取り組みを一緒に行っていただける協業先を募集中
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タイミー × ADDress が連携した取り組み

滞在場所の提供

利用料支払

スキマ時間を活用した
労働力の提供

会員の受け入れ

賃料・報酬

「この時間だけ働いてほしい」

いつもと違う環境で過ごしたい
いろいろな場所に行ってみたい
地方副業、地域の仕事をしてみたい

地域に訪れてもらいたい
空き家・空き部屋を活用したい
仕事を手伝ってほしい
農泊・民泊の稼働率を上げたい

「地域への滞在」と「就業体験」をセットで提供

関係⼈⼝の流⼊による労働⼒不⾜の解決 → 農業基盤・地域基盤の維持を⽬指す

※ JA全農ぐんまと共同事業の基本契約を締結(2022/10~)

求人掲載

「この時間だけ働きたい」

ユーザー

物件オーナー・家守

事業者・農家

https://corp.timee.co.jp/news/detail-1133/
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都市と地方の人口をシェア

全国に分散型の共同体を創る


